２００８年１０月１日

市長への質問と提言（案）
市長とワイワイまち育て市民会議　実行委員会

＿Ｃ分科会「持続可能なまち、環境？」よりの質問と提言＿
質問（市長の考え方、方針について）
· 市長マニフェスト→「環境負荷削減プログラムの策定」とは
· Ｃ分科会の提言も勘案した上で、具体的な施策と優先順位は？

· 場づくりをどのようにして作るのか？

· 家庭、企業、行政の役割は？
· 地球温暖化防止のための行動計画だと認識していたが、家庭ゴミ減量化は環境負荷削減プログラムの一部でしかありません。それ以外の対象や範囲は？

· 新エネルギービジョン策定後の
→明確な目標や進捗状況が見えるように「みえる化」に向けての施策は
· 地域及び、地域間の移動手段としての公共交通機関を、どのように整備していくのか
以上について、伊東市長のお考えを具体的にお聞かせ下さい。

提言（今年度の施策に反映、また6次総合計画に向けて）
◎環境負荷削減のための交通網の整備に向けたまちのかたち
· →今年度から実施されるモビリティマネジメントの進め方も含めて、施策の情報公開と市民参加できる場づくりを。
· →自転車も積めるようなコンパクトなバスを。
◎カーボンオフセット（家庭、事業所、企業、行政それぞれの責任において）
· →仕組みづくり
· 目標
（環境負荷削減はできることを十分実践し、誰が、どこまで、何を実践するのか具体的な目標作りが必要）

· オフセットの受け皿
新エネルギー創出と省エネの施策を進める

· 環境税の導入（現役高校生からの提案です。）
· →コンビナートの企業等から徴収して、環境対策に充てる

· 環境学習の充実

· →市民意識を高めるために、もっと地域で学習していく
· 地産地消の推進
· →フードマイレージを意識し、食糧自給率を高めるために、農業振興を進める。
· 緑化率の向上
· 街路樹の充実、

· 駐車場をつくったら木を植えないといけないという施策を進める
